
春季年曾講演アブストラクト

;;f三年度の務E挙~，合 l立 4J~30a，匹見 1 ， 2 !ヨの 3 日間にわた てコて波大天文怒\~空交で開催さ れまし

た.以下はその席上で行われた総肢のアプλ トラク:.~~絹よ長係.:: ま と めたもので￡ ります.

なお荷合をお願いした務iでの;sを次l'こ犯して感務Jの窓会表したし・と.¥呈いまナ。

〈第1日)上日1 稜， i住fl1i放郎，.r，母先日尖， 1m!羽忠苑

(第2日〉 一柳務ー，荒木俊応，宮本iE大DI【，J手乙"t:持fj}

差J一旦ー ある治らこの刷、fけブ1如何でìt!Y~i:縦iJf~tこ大きな諜Î.~::

午前の部{主観測IJi*岐に闘する諸研究か夜表された.

足立援氏(大阪工業技術試験所)(土 nodalpointが

レシスー系の後方にある telescopesystemでtま，前方

に荷分散の，後方に低分散の附予を用L、るとjミLゆL

secondal'y sl】ectrum， petzval conditionを充す組

合せは孜今の使用する孫l子では得られず， aplanatic 

)ens な汗h、る外{まなL、沙らヨJ:球聞を用いてこの駄を

解決出来ることを指摘した.小林重量生 .'j標本又治郎氏

(京大正n好捕;)I土試作のメ ι スカス ・レンズ?を使った

シι ミットカメラで、ある FaksCameraについて枚

器測定結来を澱告した. 1.:1秘 10cm，11~紡距離 25cm

F/2.5，お!Jfiは 35mm 角 (8Q
平方〉で製作誤差が少

し入ったが，球i1ii枚差 3/1000mm，すI;!!!，占牧差 ・像面轡

!l1l 5/1000mm最小鋭角l回 0.0006，~唱!外色牧~~Æが残る

という結果'a'得た.上田被 ・石場践・ 湯浅泌氏(生駒

山太陽翻測所) I土昨年秋の慰~rで報告した天窓滋皮i?1・

の一郎官改良し京大，比例Jj，木曾の瀧越，主主駒山、む

の測定結決を報告した.下係茂氏(東京天文器)Iま，

天E是認民乾板の積Aの場r~ï去と柑反法制のずれlこっき

質験幻i来を被告した.島野潟5遺憾拶の怨J合には長然鮎

で色4支援のため狭いj俊民桜しか溢j拶にあずからず，こ

のような低限度長時間綴l:tiの場合!こは背-通の場合とは

終った結巣を得る.EZ光Jl寺のH~度数来(ま長時1U1露出の

場合にきL、てくる.泌度経130
で限界光度は 0.5等控

る.iiir露光では質強の場合iこ{品、し、ヵ4氏!限度では絞り

よ〈 ない.後im光では実に忍¥¥.、条信誌を得る.

次:こ水告書制度観測所の諸民の霊童決があった.高木憲

次氏l主光電子 lユ儀の"-M鳴として光電iniの前方iζ波形

の段階グレ戸ティ ングをおき，これを凶lIi!iJcのセクタ

戸を~時させて星像の移動によりグ・レーティ ン グでの

紹折でIIIて来る光度嬰化をとらえようとするものであ

るがシ ンチレF ションJ):測定精度にどう響くかが問題

で1bろう .弓滋氏{土禾}政儀の調書室線経による latitude

el'rol'な 1928-1953年の各閣の調接税器i乙議いて松

前L，結局ルく0.001"であ，ることな明らかにした.

切関疋貧民{土子午儀軸端に光波をl!l再定 し， 干4'1ユ仰向iに

設Zましたばl後銭で悶軸íi!ï.JIJの動~を直接測定するのでる

る。光滅のス リッ.I'b端端からかなり隊れているのて7

て主導入することにな忍であろう.後藤進H:Iま硝子核ょ

にf.!~った粍の尺度を捌Eだとして コ ンパレータ戸の

ネジの:wみの不畿のi臨む結J誌な接決 した.樋自古'慮義広:

li wireの inclinationヵ;斡皮観測に及(i'.. :t影響右前

じ不乱吐間測に撃すする補正i刈?il人及ひ1説法鋭の{ぷihJに

よって者るしく民ることを示 した.

飯島重孝氏(東京天文桜)I土，現行の;](11占時計の粉

度について論じた.現住時汁の rateを罰Lすl京悶と し

ては イ.電源憶躍の控必lj(土176の鑓jl"rIJて;'10→z 

l''''/d)，ロ.f/M度鍵化(制度差l"Cで 10寸 ;;::10""/d) 

で， これは'母E震のY.e5E，悩f担当売の改良でJN除くことが

出来る.この外に7I¥品の mountingで‘ pal匂の愈;をき

によりト ピ川bJる.いまH

.dT==A+B肌1.+与陪A桝+例7怜叫川~+(ωCω的r戸め2η〉3 
とかき，単位.時間間潟内の randomwalkに基 くA，

BT， CT~ の稲;r，~肢のうまf放な 6・'!， oJ， e:l とかくと.π ↑H!

備はなれた時計修正怖の1!:~ (d..-Ao)の分散は

2d~+(Ò2・トε:l/6)η+ε2n3/3 とかかれる.

これをJH¥，、て現行の水晶時計の内2還をについて

d=.土0.13""，o::::会0.26，ε::=0.04

という紡裂を得た.

K4， Sl， 33の:三援の組合せから 8な求めると，そ

れぞれ土0.16，土0.08，::1:0.14という4在宅d!.f.ゐ.自11

ち:w皮の分散は18あたり 土0.25msというあ!γれな

得た.

午後の部はまず中野三郎氏(班活〔天文昼夜うが ..闘の

子ベエ離による 1953&:f.の月のイ:ii:fZe観測の車部長を報倍さ

れた.それによれば月の平均資制への補正佑(土

8λ=:-2".22土0，11で・あるe 次の中野三三郎，安悶春

雄，原.男i乏〈東京天文;袋〕もい!じく す可二射で 19514'F

以来2並行して1司、る天n:{}J}.の赤税観測の中!瑚磯信ーでp こ

れは三縦の PZTの翻測を1世界各図で行っているPZT

観測と結びつけるのが目的で， PZTのプログラム.ftl

の宏、朝を Fl王、昆淡の昆に当11擁して決めるもので，主

として観測の精度について泌べられた.イ査:従翻;WH土

年内に先了の幾定との礁である，

小森き是正，{o努勝精之氏〈日本天文研究段)は1;1]合の

命員 16名が昨 1953年中に行った219倒の掩綴観測
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なき銭約した結果'..dLロー2'1.5.AB::: -0".9なる月の

め~111.に到する補ïE~({な得られた，!長会報予fされた.事中間

後民白 (繍泊鴎允た~n (主公る 1H28~1花山火文様のだ

谷H:によってifj:波凡された木FB-Mrkos-Pajdu$akova 

f!JJ鋭禁足以ぴ， Borrclly， Neujmin J[ ).';J1liHtl己勺;の

泌ぷ修混紡然について銭べられた. ~有様電車見i乏 ( n木

天文研究合) I土ピF 夕空~litに (:i~ う持!Uilf4"'iが今11f:*è.'二入

ってからは翻測されtJ:~ ゆ~， 1928， 40， 471ドlこ小説i泉

鮮が認められたことは，分裂後行方不明となったほfJf

屈が今f，'，i7 ~ド磁の周期で運動している ものと場え，

1866(，ドの苦思議からU:I殺してその後の矯動三|誌な行って

究助の後退な説明し， 渉If星f育，の~iÍJiM却を求めた.そし

て 1951年の流血稗w現はJllJj 10 1:1 t_nで，~Íj'iiM.J'~~ (主

砲 25".6， IS-j・300.5であると雄山された.竹内端夫氏

C:t+!広沢文京)(土 S.Herrickが公したパラ メ由ター

による特別縞動の方法な改良して，平均沼割雌角 100

鋒の概動{J((を求めるのに似持fJなように式を撚えき~'1:作

ったことを報告されたが，従来のや りカより;d'.f.C機を

Y行1.、るに趨し， i}j-r.cの泳中で小娘JiJ_の X，1}， Z， X， 

y， z がJ'I'~ま されるの・引(/Ji}:flにも 1!J!手IJであるとの':IJ~で

ある.

首長L、てij'(rおの;}自民から純度概測に|ぬ!泌した諸j法的に

移った.まず須川カ氏l主総度観測昆の年i国税設につい

ての悌二:織として，昨秋主要袋の銘ーサ設で主gべfこ吟1米を

図際純白老翻測開始以来のすべての昆につレて行った結

来， 1900-1912年とそれ1:;).後とで年組問9:::の年艶化の

傾向従って Z羽への影響がややJN，っていることを見IJ.I

したことを述べた.ただし cJosingerl'Ol'に射する

この内吟味の》診断士 十0".004ね1ft.で，この官w主允行

髭常数なしては 0'/.001 小さくするに~~\I~ない11. 1であ

る.高木.次・切悶lE貨の附氏:(土 1952(.1，.6月から

1953年 6月ま"(¥・O)JJ<海における制度版)QIJの結却を)i

べて. 1904 trl三の木村氏の値と比較した.月IlsB忠彦氏

{土 1941.0年から 1953.611'.ま勺の秘説動の倣とその

傾向を外摘して 1966.9年金・むのお，yの漁報怖を計

算したゑ.~な波表した.

次いで恨息系統1"1'，宇宙総i絡の;航i{に入り， 江本蹴

治氏{土問昼1民闘の統計~分，子の蛾散の問題に{絞って耳支

援 5 際に必喜怒な繍散係撒!と稔る羽永続~1: し，それによ

って賀際のti:'[星祭欄を]皮畿 う際の住xi・として，m闘。是

認，総!伏BU廻等の中心部のように術総!変の大きし、併で

はこの式が周L、られるが，大腸系i.lir:診などでは別個の

場合燃が必事さであると論じた.成本目秀一.1:1;:(成島大)I主

Jordanの宇宙論lこ到する難問・を免れるようなfU!の宇

宙像が，彼のとは別な射影柑割論的立場から思かれる

殻1設を諸ぺ，純いて島村纏太郎氏〈東京1'l¥畿大):まソ油

の Schmidtが最近授表した太陽系主語源iこ闘する宇宙

躍殺をt{i介してこの設では Bodeのt却制淀お:的に説

明できるカむその地穆に従って法皇貿尽な計算すると

現1.'1:と一致しないことを指摘し，これを一致させるに

は太陽必盟内の宇宙塵の質JH:分布と惑星の形成仮按の

境界とを改訂しはければならないと述べた.録後iこ村

上忠敬氏 (l11l.g~);:) /まi比:fEi金流毘な君f流星と区別して

そのIJJfJ2の年胤鑓化を明らかにすることカL流星の縫

ibliなどをE命ずるに際して軍基症であると考え，ヌllTfI天文ι

取合で行われた渦 5(.:f.1羽の観視IJ資籾を庭絞して得られ

たその*捌4な授炎した .それによれli散住性流星の毎

月比i現数{主主ド・均約 6.28W;jで，IV月に極小， 明I月に徳

大なもつ一年.周期の鑓化が務しく見られる自である.

第 2 a 

午前の郁は東京天文殺の;端氏の太陽観測結果の援表

がある.積図書事久・水垣和夫氏は，彩艇の燦援現象Jζ
よって:1:，.ずる活動tiI;lI;湾臨の強化及び他の現象との相腕l

h係なしらべた.官選定英 ，大江恒彦氏(土観測から糠

設現象の輔射エネルギーの杯i針111:を枇7乏し，これと主義

鋭j ・ 学班との柑闘を考綴した.申込~光氏{主熱核に;於

けるコロナ 53031 蹄線の浪IJ光器Q'i1Iリ京ik栄を吟味し，諸

外閣の閣制依と比絞般討した.長;1進午氏It.彩府底)絡

の電気!眼前交の計算に(士，~J好成lnlに於いて水蒸の中

佐原テーカJ判官設に多いので，宙子， イオン，中1出京子の

ヨiAの interactionを考慮に入れねばならず，このた

めにう桂成部での憶実現!耕釦芝;o;従来の備の字分の依にな

ることを明らかに した.2000km 以上の所では中性原

子の拶絡は少し・. コロナについてはE廷に郷井理主主 ・夜

間徽'Rß ・湯浅i弘氏 c広大ノ~t駒山翻ìWJHlD i主コロ十郎掠

56941 の脚色3がコロナ物質の流動と闘溜することを

示した.

次L、で太陽電波に闘する問題iこ喜多る.柿沼疋ご ・中

間t?f郎氏。;〈大)/主プレーアからの ejectionに H.K.

Senの制論を適用しアウトパース トの凝集を投開し

た.~傘議雄氏〈大阪市大) (まア ウトパーストのモデ

ルとしてl噴出して来る電離主主隠治;'1fJl散するn存lこ，外側

に霞予の~~間電荷を生じ， これが電波会主建生するとい

う考えてkのべ，このモデルで測定結果私設明した.畑

中武夫・鈴木意雄氏(東京天文書長)(ま，バース トの個キ

の盟主ド.位i践を決定するために，同一受信絡を速〈切稼

える方法で直接翻.illリと干渉観iUiJとを機被的に求め・る方

式を考えた.束尚， r#:ltの悶方向にこれを行うと太陽

ゐ爾I上でのt釘ZEが決定されるのである.備波については

別の同_.受信器で6側の偏波翻測な主主〈切鯵える方法

でパーストの俄波紋態を決定する.畑中武夫氏{ま電波
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星のjむ秘からコロナの外の万の電子¥'l'，'J芝泊五従来のも

のより大きいζ と抄:生iIられたので，市 jこすJ肢としては

N=c/1. -G+ L'.，_-4 +(./2-~ とする，この 1マの分自iをと

ったとぎ patl】が付直訴I{分でfl，'}，られること泊:わかり.

これをつかって source の日さと指l向性との[持!係を

しらぺ，ぎた掩紙l時の path のまがりの汁~:から， tE

盟主旦7):@;'則されf品、頭按を求めた.片山崎氏 (!'II戸海

洋叙魚沼りは Waldmeierの方法をj凱 '-c600 Mc， 

120D Mc. 2800 MC. 3750 Mc の恒波|士~f し coronal

condensationの大きさを統?ト的に決定した.

河鱈公昭氏(刃:大)(土{まl;-t)C;な磁場内守のプラス-

Tのìlli勘を〈らべ，太陽に一般[ciJJ~がらると しに沿合

にそれが俄粒子慌に:&1ます路!砕を般討した.北照俊郎

氏〔京大)(叫!万〈天文系容~逃鏡の周平f輪出の測定毛布

張を報じた.

太陽~.府については，まずー:WI調iー・稲葉支男氏(

東北大)(ま前同に引卸会 Naの DJ，D~ 恨の崎町を

計算し， 11;lli:の硯測結却を用L 、て~M!日の太陽大気そデ

J~~tt~乏しだ.更に股収制の司、.jng の~きとして定

義される C-valueにつき翻世jIjと計算結栄を比舵寸る

と，その1:1コl心から周辺へかけての嬰itが全〈一世レな

しことがすべてのモテ'ルiとつレて明らかにされ，特に

そデルモ恭蘭附近の温度分布の嬰l1!の必l!.J=を指過し

た.提唱文男氏は太陽大集中で吸牧綿の生ずる肘の厚

さは班長及ひ'その線の生ずるレ.ベルの紬包ポ-;-ンシ -1・

)1.. にnって嬰化するとL‘う K.O_Wrig-htによって知

られた部験的事貨を説明するために，吸1位椋の生ずる

有敷併の深さを培え，その場所でーの綿殴牧係数及担制

~牧係数の嬰化的、ら得られる酒11命的結占拠との比般を行

った.宮本足太郎・荒木九県・ JII口市部・録j皮牧・多

聞光行民 (Jj(大〉は多歎の彩N干潟i綿の強度を Mitchell

Scale から Cillie-Menzel の縫針強度に換算し，

em}】i1'icalgf-value と奴牧純の成長rlij綿から求めた

IogXf -valueとを用じて出来た剤it泉の empiricalな

成長fÚIi'~を理論的1tr.cから求めた成長ålJ~と Fer ，

Ti 1 について比較した. 最後に宮本亙太郎氏はmm
鯨の center-limbvariation がJt1i道機部の nonCQ-

herency， coherencyにより会〈具なるζ とを般討し

Cau K綜につき隈測と比鞍した.

午後の部l土桓忠大主主の開]阻についての諸説Iに始まっ

たーまず資機浸主郎氏〈京大)(土前llC.]Iこ予防示、て市u，;l

1itのそデル大知こっし、て，その分光lれ的な七1:冗をしら

べt..:*;'i~~述べた ， すなわち Reference depth -r-= 

0_66について sarkhardtの京ーな利用して約 20伺の

ì~j乏の駄に針して制射武を求め，その結県からこのモ

デルの近似の安常性iこつL、てぬじた.次に小山仰Eモ〈

香川!大m~) (土ヘリウムのみよりなる大気をもっ旦の、

大気JtE;~~におけるガス!I~，眠lHm，沼ブJの平衡を場え

平衡の目安となる oIII(組a-.組'PJi阻度 TG と表面置力

の釘鍛 loggの凶器に術L、てカ'スの ejectionの可間

七1:を涌じた.またよ野黍失氏。Ij~大) It商湘旦のモデ

ル大主主iこ張〈パ J\，-マー吸収線の崎町と観世1~lf!i との不一

致の有)Jな一因として翠げられる底力jl3l大による

Noncoherent 3catteringにつL、て伸身な場合をH初本ー

した結必を述べた.

制1.'て会辿旦1剖係の51'/jìil{:~Jt り，まず中村強・周鍋

浩壊耐，j氏(東京天文京)1士YSextantisの光E槻測の

結決J)大也W型の主主Jj旦むあるιとを!i(liかめ②波長.68

の光!変rJllf!県よりそれぞれの予象付ii的要莱を求めた，なお

測定の波Nにより両日成分のキ純比治請しく県る結梨と

なったカらその阪悶はまだ.f~聞とのζ とである.北村

正利・古畑正紋同氏〈班京天文革)(主 EROrionisに

つし・て 1951-52年の光屯測光結*を挫約して得た波

長別の三つの光度曲線をもとに製素を計・Jr..し，これと.
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Struve の分j(;.'~ぷâ'組合せて求めた胤足の'l'l'ß， 1-1 

おタFについて冷じよこ・続いて北村 ・悶富島剛氏:主食地誌

における1i射放栄により j)ljわる光決を綴{倒的;こ会~;;rHl

i :'説明，jJ~ してM分したものはエネルギ-tiiイ'fJIIII乙より l必

皐ヵ:/[.にキ11-1"のJiJ.からうけるλ;}.ILのj廷でえEければ'!ら

ぬ二と宮城~ ， 1.、かえEるli.1Hi'i込jlJにも然滋1係〈正反射放

処の critel'iont，ヒ求めて，これをある手1・放政長，(:，の艇

iql)1こ活用する場合p 従来の KopaJの悶 子にまだ1111:忍

があ乙よう に思われるとの結果をのぺた.

荒木カ，1IlJ-I:(::::~lfì:大) (士 eAm惚aeの 1934c，f.の

蝕の五ケ光rruJ.ij{ljM~~に部含， 成長II!I~淡な作って iWðべその

大気'1'のニ，-の物~H的)íI~態についてillべた. )11畑周作

氏 ()j(j，)もI.i)じ eAurigacの 1947-48年の仙の

観測治山求めたm皮勾配合I'Ho.u'¥jし，辿fii唆'1文l主主1の

i{，;おイオンによるとして，これより結成状態のノk泌の

I'1'.'J変と屯・子の?l'iI定とのなiを数f'U怒iのt~'芝について.n'J7-

し， さらに紫外irll:こおける峻牧の視測を狭却した:話料i

ぷについて報告した.

次{よ記~HJ伏l~.~~の~1711MJ坊に附する問題に移り ， まず

矢悶文太氏 (;;c大)は11'1'1';の獲炎の紙きとして，中心

昆からの紫外辿抑制射に到する島mの光明的RZさが

し 3 および 10 なる〉そつの均f?につ~， 水禁の L四

の吸牧イ名鉄を4段の階段両1訴に近似皮を高めた上， こ

う佐子放lliによる La;の fluxの控化の持予を調べ，七絡

:):I~， oaえば.emergent fl.ux のi或少m.主正~i キ 1 516'であ

る二とt!どが比出されたと述べた.次l乙海妻子利三郊氏

OlLA:) (ま記長R.Jj)~h.W:~I/'Jの Hen の La;線の transfer

の解法として Zanstra数来を入れて光俗的;こ厚い場

合に到し，線の輸出を階段i二分:ナナ.にlEliaiにと く方法

を示し，械の中心で允俗的l手さ 10-6のモデルについ

て平均強度と flux'eを求めた結果を現炎した.お弘、

て小暮智一氏(京大)(主 力11;史的膨版大気の朝射場に

ついての約二報として，前lビlにib'1.l.、て l'edistl'ibution

を考i似し，法j変の精力Hを4段の階段i荷数で近似 した大

総モデノレについて制射場屯了解いた数佑合理4えた.これ

を Zanstl'aの結栄と比べて，このj訪合 HClIL-x純の

~1~11からの flux (主情大するが，縁結からの emergent

flux (;l:.hlJって減少する餌I匂にあることを指摘した.

最後に磁図夏雄代(京大)から 5何のC辺A. WZ 

Cas， U Cyg， U Hya， R Y Dra，司rAqlの絡下分尤-

mによるスペクトル'â:"ìj(リ微光ØEJtで;~tl跡し， コンパレ

』ターでiJlリった波長とこの治跡のデータとを比較して

スペクトルの問2与を行った結栄の報告があって，Jlli蹴

{土終了した.

小 惑星 ((Tokyo>>投昆 のい き さつ

(早乙女消防;議一年向懇親ず干の席上にて)

; もう 50~I! も仔のことである . さまは先に日本で後五反した 1900 ないのである.もしラ 7 な位i立が j

j 1900512，vkllを7f.ll，(口〉北北は FFとri司じeあると町民定され，まま らきめた桁閥軌i立を悶守したなら;

~ -$~I ; '，'I.:心をし， 勉強した米， /1、さ Qは日本の ものとし，-tTokyo)と lま， <Tokyo> {ま日本のものとはなど

iu制|戒で も小怒川が協る ζ とが災 命名された次総である. らなかったであるう.私のこの符;

j隠されるようになった. もし，あく まで桁阿軌滋として 除一一大殺に桁閥軌;立を"'(.;>めて間:

1900年 3月lこ3/ll:叡仰い その お".たならIt， "7ラ yスのChalois 軌;立を 出したととーー が Tokyoi 
i 針決からw問軌滋を官I'~;tした . ，!:. の溌見した 1902KU とl.tl旬定/1.1 ~遺児の成功をもたらした のマあ i、.
; のt:Iμ長 l.t ~I~・般に総心市の犬舎い机 冴Eず，本111先立の後見した1900FF る.これはー設の泌舎でも問機で j

j却で，貴告らしい ものだ と)Jl心して はナてられてしまい， 日本の もの ある.大きな ロンタリ ー トの建 物;

3そのままにしておいた.府、も軌滋 とはならなかったであるう Iま:tli段ではあるが，土復が砂地な

j fli'絡にl胸f恭し，1t行もしたが.と 日本で雌心市の火色u、軌滋をr，t どに立っていたら役に立たない.

?とで紛l刈机滋を申め，告白1，俗 3 11.1したというのは，総奴をうつし それならば7f-l歪のバラックの方が j

:の融制IIJを似合'C，1図WL泌を符仰し た時のイ引なが感かフたの'!2ある. よい.土告をになる所の材料がよく ; 

1 21':山先占1.;.と剥l践 し， Astl'onomiー 沼遠鏡は Brasheal'の 811ナで， なければやJもならない・

;: sche Nachrichten・1こ以の名で附 3ft司の抑制のl時間un隔 も処か<， 俗に「正直者はJ潟胞をみる」と J

iした.そのと金 はそのままであっ また位置堂をはかるのに，l忌闘の上 いうが，私iまそ ういうζ とはfat: ~. 
iた. に直後;1"n ，.トしてわり出したの ない， しかし 「馬J1siE置はf.f;/Aを;

j 次の衝は日本では級~IU*ず， だから， ν、い紡」英語:聞ない.ζれ みる」という ととは;fj'えられる;:

~ "7ランλ で丹波見し 1902KUと に府関軌祉をあわせたのだか ら 以上i持参考までに

;名付けられたが.その軌;首のあり ChaJoisの観測と一致ナるわけは (・A.N.154 (1901) 293.) 

山山山、.......，H......・、・.山川...............・・・...，......，“・ •.•..••. ・ .・・....・・....#.， 

-102ー



春季年曾シンポジゥム アブストラクト

，~i ~ ，合第 1 日 夕刻よ り ， 牧iì1天文:，Zえ及びフミ燃物刻~\のシ γポジウムが不行!こ行われました t治i山内・

消上巳に伏事iしてill'いて丸、ただいたそのア ソー ス1.ラ ク iを下Iこ紹介役し:主ナ.

緯度観測 と 天 文 常 識

(1_)一;盟 組懲 Kustner，土光行長常数合決定しよ

うと して純度箆化を授見したようにこの問者{主制係の

訪れ、もの・であるがaberrationfactol'が1・IRo項及q=.周

E貨を持っているので主として気象的の張主主によってか

なり大ぎな能渇Lを受けるのでJE舵な依t土決定しU:itい.

11)1:1ごは国々な方法，~ð;t~定，観測期間1等による光行泣

常仰で ある最後の行(山='Kc，，1占 三日
iこよって決定 した太陽視庁;の的である. こニiこbI土

地球の~if;irJiノド犯で Hayford の 6378.388krn，旬{土地

獄の meanmotion， K は光行晃正常数， c I土光速度で

服 部 忠'. i~_~ (持!安部門lIJM)

DOI'.seyの 299773km/sec '{，ピ探mした.メ e(主地球

qずら!Jiのi磯L''1W0'0.01673 .をとった.子夫えの五於2、1iγf段に(ば主

{仙白の;方写法;にこ上つて求4めうνfた4大E防}治~'ì必話z足;の {/tl}及土

しfたιご-光え.行:泣:主.~ '，l汎Aぽ.数の自佑f江fを?川』“〈 してあとる，ハ.この災より

(1) station による蕊がか，なり者しい.

。問 視天[m誌によるものは --Jiに大きな自立を拠える

付 PZTの似[1ま特に Washingtonに於てゴlf:151こ+.

tニ) FZTと VZ'I' とのp;~ ;主少くとも ))<1事lこ於ては

認められない.

幼;ρ;わかるが:;kf-~jでJJ;l，fE ，iYinq~0) PZTが倒<t::)ilこt.r_

おs 1 ~正 光行設官l'殺と太 陽抗日量生

;イ長Jlリ 地 1JL瓜知一;;oJiωゐ言語石十議議デ材鴇寸ーも判手-l
i nchMjui i m imo-18 1 AY ! 問 17jHii761 1

Kitab I If I 1931-48 I If ! .461 16 ( If ) I .810 
I Carloforte 1 " I 1900-48 I If I .524 5 ( ~ )， .783 

f f (1900-13 I f n 0 ，， / '. I 
'Gaitbersbllrg I グ I~ 1932=ωi /{ I .518 7 (グ)I ・785

Cincinnati ! (f I 1900-14 I // I .531 10 ( If ) I .780 
I Uk.iah ! // ! 1900-48 I グ I .549 6 ( If ) I .772 

AII ILS stations I If ! 1900-48 i 1/ ! .527 4 ( /1 ) I .782 
! Kazan I // i I 紛皮の日川俊化 I20'/.523丈".0閃 (p.e.)i 8

"
.783 

Poulkovo 1 1/ I 1904-41・i /1 I .512 2 ( /1 ) I .789 
Greenwich I浮 iai夫演能 I1911・-36 I @-a.の係政 I 20".489士".003(p・e.)I 8".798 

1 7J<深 I I! I 1942--49 I If I .52⑪ 26 (ρ)  ~ .785 
I Gaithersburg : P Z T I 1911-14 I closing error I 2G".481土".004(p・e.)I 8''.801 
;W帥 ing伽 l M i m649 l H ! 4必円 。〉1817

Rrchmond I If I 1950 I " I .499 16 ( 11 ) i .794 
グ I 1/ I 1951 I If I .533 15 ( /1 )! .779 

「宮戸市erJ石市よてEros百訂ア一一一一一一一 f2o7/:5百了一一一一 一 --8'/与町一l
! Brouwer (OccuJtation， 1932-42) ! '.499 8 .793 I 

! Rabe .官主 2波 純度!@1iJ{IJから求めたJ;H1b'i;i'数 れば皆純正&の燃はもっとはづき りするであろう .

- j百羽 可否てご二十一一---N百 一一一 一二二J (2) 制 作1敏・長年月iこjJる間lをの跡W)i主最 もIEli(1i
i予.ï.210----一一一-rNe罰百b~一事τ柑.'~tU<1.:i融合 | 、 で一一一
9 2069 !FrzybyHolt，I L S，1900-14! な孫励焔放を!Nえる俗である.第2炎の政助常数の偵

9. 2ゆ66 I Jackson， Greenwich _ __ _ __ I で特に最近の結果が非常に小さいことがは:阿される.
I l'写i/!{.叉I貰i淀:1911-27 I 

9. 2ゆ66 iS.Jones，-"';，' ;i911-36 I 19日 年以後ばm，閣共同制度閣制の使用昆紛の関斑が
9. 2108 I POl，llkovo， ヲミ別儀 | 
9 却 22土 H0016;I-LS1900-35，group mean ! なかったので非常によい制比 Jjij.える悠であろが沢援

: 9. 1185土 .0051 
9. 2073士.0041 
9. 1967士 0043
9. 1902士.0041 
9. 1831土.0087 
9. 2184:t. 0114 
9. 1548士.0442 

9. 1874土 .0153 
; 9. 1937士 .0077 
i 9. 1939さ.0221 
i 9. 1966土 0100

より ! な生M~'であるCarloforteが~Iぬ ~'1のため数年のWt測が出
1~og-:?5，- ?~ pairs I 、「

。 ï9ÕÕ-22~7 53 ，._;;.- I 来た」 とは惜まれる， これらの~f励常敏から求めた月

8 1906-35 44 0 | の貨危{土他の方法功、ら求めたものと将しい援がある.
11 1912-35 38 1/ I 

フ1<i¥1'I(1935-50)、 I C?.)__担金堂監純度の観測:主政られた1)、数の息‘む行
Kitab ( 11 ) I 
Carloforω(，，$111.1....会t11 1 われているので正裕夕飯動常以会求めるこ とは出来ぽ

FS手狭UU i ぃ.1)f; し者し波&悦用している常数に訴j~~があればZ
Gaithersburg (ν) ! 
UI灯油 ( 1/ ) I 疫の窃化として d九cOSaのlr-bでlil，必.1953~r以後の
上の 6ケ[!frの weightedm朗代 |
Calofo巾 を除いた4ケ所の | 高閣共同制皮朝刊fiJ)好のZ物吟平均が 4n""+ 0."26 

: weighted mean I per cen旬ryとな り他のものと大間一放する.
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高 分 解能分光

ここ十数年来千W;，?tをもl.!って7，":jl、分隊能のスペクト

凡な~1J7.， ζ と カ;大臥スベク ト ルの研究に}jJj終に全てら

れるよう にら:って京た.然し介つらーブj従来この刀両lに

似われ・ていた Gratingの担作技術も救.しL、坦W;・3ヒムL

-u，.，ウ-tf で色斗 tJ:~決断のtsめに1!l!う こ とのI.L\*なかっ

た山火のスペクトルも似える肢になる傾向に忘る.ぷ1

に， その技術σ，地l}ilこイ'1ぞって， iリ組以の1è古1~を 1，;]11年に

一政の糊I~o.入1-. 1 ニ， 今まモの Grating よ り もっと大

ミ?な分Irr{n~'('li'じれる会〈新しL 、協Vl~ “Echelle" が誕

!-I';しつつある.之勾W);r.'i械なA'IIW:比較し，その知似

r，'il.kびHI品川会ムLやすくしたのが次の炎'Cある.

この汰;から肌らかなW-:.廿泌 1 :沙~. tと呼ばれてL 、る

やJめの三つのIIIJの分解能の迩L、(主導らよ|二i1V1これ放にり';!

かる光線の数九によって起るのである.ζの九{主

Fabry-Per悦 Etalonの幼(:-1土反射艇の反射係数によ

末冗持三郎(東京天文;ぷ〉

ってきまり， Lummer Plateの場合はその材質の同

折相によってきま り， Echelonの場合{ま階段の敏によ

って定まる. そうして之等の~t慌による制?Uは可成り

之J-J.上動かし~1Él 、 ものであると考えられるから， この

災に表わされた分解能の;2も動かしj縫いもので・あろ

う.51..， Echelon は明るいとされているけれども，

Fabl'y-Perot Etalonも LurnmerPlateも共に光の

損失が大きいことが大きな倣勤・である.この搬な}町¥7
・i二世tjlに比べて Echelleや新しL、向次の Gratingli 

分解能lこ於¥，、てV.として劣らないのであるから，その]以

り桜¥，、の併1.iれなことを考えると，側めて有却であると

忠われる.ofL工作の技術が絞殺よくならない限り，

Ghostや散飢が仙のどれよりも大きいのではないかと

いう心1'1~があるにはゐるのである.

A :;: 5000 A I ，ァヂiJム示T-，.先=m412=九

|土品l仏玄誌は江戸
t. 25 I 30-50 Iと:ltooM

何月I} 千 iJJ;li'l-の名目。

t腹側の r Fabl'y-Perot Etalon 
-$)' !.IilJ ~ I Lummel' Plate 

(闘がヨた光前!)L

5川Jo，

51l111l 

iJ.!l iiliの

う〉削
〈制光mo
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太陽電波，特にパース トについて

Cornell大学が行っている太陽呪波の制測，Hnち，

Ithaca(New YOl'Jt州〉及びSacramentoPeak (New 

Mex ico ~I'i) の 附月rrでの 200Mc/s削ii!JJを組合せて行

ったパース トの研究守ある Ithacaには低制侃波を

もっZ1Mi1儀式γ ンテ十と，やはりif:fi組側波の干渉引が

あり， Sncl'削lenωpeakにはこつの広に庇角なブ'iI"J

のiな似削減{な組合ぜて友治の闘イflÓ~安全交7ì: (作~< 10 

分間づっ〉に胤測してし、る.

; 1';~D J t.による測定によれば， この研究で取主演った然

閥的に起るパ四ストの淑{ま，そのとき太陽市iに見られ

る樹液:な然駄の白川町にほど一致する. その泌が次1i)/~jìJi

の中火附i[にあるとれま回{磁波・であるカら〈・れが太陽

の胤総に近づくと，定・ :{iの国側波での強度{士ほど等

しくなる.これはそのパーストの倒波がrandomなの

か，前線偏波なのか，あるいはその総合せc::.あるか，

大Jl!}1よ於ける 2、Iln2'.dJ.e!!= 0・065A

1.111 I tl 武夫(東京天文告訴及ひ:Comell :大慾)

を意味する • ftl後の場合lま一世である抗現住得られ

た槻illlJ材料では解けないので，はじめのこつの場合の

いつ.れかがより近L、かをしらべた.その比較には四侃

波の他， 二つの位制侃波~ml 、， 較正には静併な太陽

の'iT.i.1I;誌をm¥、た.対来{主的芸決備波であるとする方が明

かによい.かつ，その白線の傾きは，パ F ストのi械が

太ILIの，P.;J*111ζ泣L、ときはほど周縁に接し，内に入るに

ともなって傾料が大会くなる.そして中央部ではほど

回lこ泣い附闘になる.ニのことは，まだ例が多くない

ので決定的ではなL、けれども，今まで閥侃波叉{土

l'andom のflrd君主とのみ考えられていたパーストの電波

のltllmlJ及び現論に，新しい考え方を加えなけれ{まなら

なL、ことを意味する.パー ストの偏波が文陽商の中央

部'(.<1す悶，総で random となるこ，とは，普通の総織

内での電波錦繍で計訴すると無J;!Ilなことも示した.
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